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株式会社大分銀行

１.平成14年度中間期　決 算 の 概 況
１．損益状況

【単体】 (百万円）

14年中間期 13年中間期比 13年中間期
増減率 金　額

1 22,959 △ 604 23,563

2 ( 22,530 ) ( △ 718 ) ( 23,248 )

 国　内　業　務　粗　利　益 3 21,988 △ 547 22,535

4 ( 21,587 ) ( △ 633 ) ( 22,220 )

資 金 利 益 5 19,274 △ 738 20,012

役 務 取 引 等 利 益 6 2,291 93 2,198

そ の 他 業 務 利 益 7 422 98 324

( う ち 国 債 等 債 券 損 益 ) 8 ( 401 ) ( 86 ) ( 315 )

 国　際　業　務　粗　利　益 9 970 △ 58 1,028

10 ( 942 ) ( △ 86 ) ( 1,028 )

資 金 利 益 11 1,251 △ 476 1,727

役 務 取 引 等 利 益 12 23 4 19

そ の 他 業 務 利 益 13 △ 305 412 △ 717

( う ち 国 債 等 債 券 損 益 ) 14 ( 27 ) ( 27 ) ( ― )

15 15,954 △ 978 16,932

人 件 費 16 8,475 △ 493 8,968

物 件 費 17 6,494 △ 438 6,932

税 金 18 984 △ 47 1,031

19 7,005 5.7 375 6,630

20 6,576 4.1 261 6,315

21 △ 853 △ 1,400 547

22 7,859 29.2 1,776 6,083

うち国債等債券損益(５勘定尻) 23 428 113 315

24 △ 5,951 △ 1,060 △ 4,891

25 5,499 959 4,540

貸 出 金 償 却 26 ― ― ―

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 27 5,320 847 4,473

共 同 債 権 買 取 機 構 売 却 損 28 ― ― ―

延 滞 債 権 等 売 却 損 29 179 112 67

債権売却損失引当金繰入額 30 ― ― ―

31 ― ― ―

32 4,645 △ 443 5,088

33 △ 191 △ 177 △ 14

株 式 等 売 却 益 34 36 △ 116 152

株 式 等 売 却 損 35 30 △ 46 76

株 式 等 償 却 36 197 107 90

37 △ 259 77 △ 336

38 1,902 61.5 724 1,178

39 △ 30 304 △ 334

40 △ 30 305 △ 335

動 産 不 動 産 処 分 益 41 0 0 0

動 産 不 動 産 処 分 損 42 30 △ 306 336

43 ― ― ―

44 ― ― ―

45 1,872 1,029 843

46 409 △ 653 1,062

47 389 1,183 △ 794

48 1,073 86.6 498 575

（注）金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

税 引 前 中 間 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

中 間 利 益

特 別 損 益

う ち 動 産 不 動 産 処 分 損 益

うち退職給付会計基準変更時差異処理額

う ち 年 金 基 金 へ の 追 加 拠 出

② 不 良 債 権 処 理 額

③特定海外債権引当勘定繰入

(貸倒償却引当費用①+②+③)

経 常 利 益

株 式 等 関 係 損 益

そ の 他 臨 時 損 益

除く国債等債券損益(５勘定尻)

業 務 純 益

臨 時 損 益

① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

業 務 粗 利 益

 (除く国債等債券損益(５勘定尻))

業 務 純 益 ( 一 般 貸 倒 繰 入 前 )

経 費 ( 除 く 臨 時 処 理 分 )

 (除く国債等債券損益(５勘定尻))

 (除く国債等債券損益(５勘定尻))

(1)



株式会社大分銀行

【連結】

＜連結損益計算書ベース＞ (百万円)

14年中間期 13年中間期

13年中間期比

1 24,419 △ 342 24,761

資 金 利 益 2 21,004 △ 1,142 22,146

役 務 取 引 等 利 益 3 2,689 104 2,585

そ の 他 業 務 利 益 4 725 696 29

5 17,075 △ 807 17,882

6 5,044 △ 283 5,327

貸 出 金 償 却 7 102 21 81

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 5,592 941 4,651

延 滞 債 権 等 売 却 損 179 112 67

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 △ 829 △ 1,356 527

8 △ 191 △ 67 △ 124

9 ― △ 2 2

10 207 240 △ 33

11 2,315 920 1,395

12 △ 20 256 △ 276

13 2,294 1,176 1,118

14 579 △ 662 1,241

15 392 1,219 △ 827

16 163 65 98

17 1,159 554 605

（注）連結粗利益＝(資金運用収益－資金運用費用)＋(役務取引等収益－役務取引等費用)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋(その他業務収益－その他業務費用)

（参考）

18 8,261 1,890 6,371

（注）連結業務純益＝単体業務純益＋子会社経常利益－内部取引(配当等)

（連結対象会社数） （社）

 連結子会社数 9 1 8

 持分法適用会社数 ― ― ―

２．業務純益【単体】 （百万円）

14年中間期 13年中間期

13年中間期比

(１) 業務純益(一般貸倒繰入前） 7,005 375 6,630

職員一人当たり（千円） 3,933 314 3,619

(２) 業務純益 7,859 1,776 6,083

職員一人当たり（千円） 4,412 1,092 3,320

法 人 税 等 調 整 額

中 間 純 利 益

少 数 株 主 利 益

連 結 業 務 純 益

法人税、住民税及び事業税

株 式 等 関 係 損 益

持 分 法 に よ る 投 資 損 益

そ の 他

特 別 損 益

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益

連 結 粗 利 益

営 業 経 費

貸 倒 償 却 引 当 費 用

経 常 利 益

(2)



株式会社大分銀行

３．利鞘（全店）【単体】 （％）

14年中間期 13年中間期

13年中間期比

(１) 資金運用利回　　　　　（Ａ） 1.93 △ 0.32 2.25

（イ）貸出金利回 2.16 △ 0.16 2.32

（ロ）有価証券利回 1.83 △ 0.87 2.70

(２) 資金調達原価　　　　　（Ｂ） 1.60 △ 0.30 1.90

（イ）預金等利回 0.06 △ 0.11 0.17

（ロ）外部負債利回 2.23 △ 2.43 4.66

(３) 総資金利鞘　　（Ａ）―（Ｂ） 0.33 △ 0.02 0.35

(注)外部負債利回は、コールマネー及び借用金の合算利回であります。

　　利鞘（国内）【単体】 （％）

14年中間期 13年中間期

13年中間期比

(１) 資金運用利回　　　　　（Ａ） 1.80 △ 0.21 2.01

（イ）貸出金利回 2.14 △ 0.14 2.28

（ロ）有価証券利回 1.63 △ 0.52 2.15

(２) 資金調達原価　　　　　（Ｂ） 1.54 △ 0.22 1.76

（イ）預金等利回 0.05 △ 0.09 0.14

（ロ）外部負債利回 0.58 △ 0.28 0.86

(３) 総資金利鞘　　（Ａ）―（Ｂ） 0.26 0.01 0.25

(注)外部負債利回は、コールマネー及び借用金の合算利回であります。

４．有価証券関係損益 【単体】 （百万円）

14年中間期 13年中間期

13年中間期比

国債等債券損益（５勘定尻） 428 113 315

売却益 459 △ 74 533

償還益 ― ― ―

売却損 30 1 29

償還損 ― △ 188 188

償却 ― ― ―

株式等損益（３勘定尻） △ 191 △ 177 △ 14

売却益 36 △ 116 152

売却損 30 △ 46 76

償却 197 107 90

(3)
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５．自己資本比率(国内基準）

【単体】 (百万円）

14年9月末

（１）自己資本比率 9.69 ％ △ 0.02 ％ 0.18 ％ 9.71 ％ 9.51 ％

　　（ＴｉｅｒⅠ比率） 8.30 △ 0.01 0.17 8.31 8.13

（２）Ｔｉｅｒ　Ⅰ 97,650 727 1,074 96,923 96,576

（３）Ｔｉｅｒ　Ⅱ 16,275 42 △ 152 16,233 16,427

(イ) ― ― ― ― ―

(ロ) 8,929 △ 22 △ 75 8,951 9,004

(ハ) うち劣後ローン(債券）残高 ― ― ― ― ―

（４）控除項目 ― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

（５）自己資本(2)+(3)-(4) 113,925 769 922 113,156 113,003

（６）リスクアセット 1,175,303 10,202 △ 12,504 1,165,101 1,187,807

【連結】 　　(百万円）(百万円）

（１）自己資本比率 9.97 ％ 0.00 ％ 0.24 ％ 9.97 ％ 9.73 ％

　　（ＴｉｅｒⅠ比率） 8.59 0.01 0.23 8.58 8.36

（２）Ｔｉｅｒ　Ⅰ 102,598 982 1,625 101,616 100,973

（３）Ｔｉｅｒ　Ⅱ 16,387 41 △ 162 16,346 16,549

(イ) ― ― ― ― ―

(ロ) 8,929 △ 22 △ 75 8,951 9,004

(ハ) うち劣後ローン(債券）残高 ― ― ― ― ―

（４）控除項目 ― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

（５）自己資本(2)+(3)-(4) 118,986 1,024 1,464 117,962 117,522

（６）リスクアセット 1,193,357 10,245 △ 13,853 1,183,112 1,207,210

６．ＲＯＥ （％）

14年中間期 13年中間期

13年中間期比

業務純益ベース 12.82 3.26 9.56

中間利益ベース 1.75 0.85 0.90

（算　式）
　業務純益（中間利益）／（期首株主資本＋期末株主資本）÷2

14年3月末 13年9月末

［速報値］ 14年3月末比 13年9月末比

うち自己資本に計上され
た有価証券含み益

うち自己資本に計上され
た再評価差額金

(他の金融機関の資本調達手段
の意図的な保有相当額)

14年9月末 13年9月末

［速報値］ 14年3月末比 13年9月末比

うち自己資本に計上され
た有価証券含み益

うち自己資本に計上され
た再評価差額金

(他の金融機関の資本調達手段
の意図的な保有相当額)

14年3月末

(4)
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Ⅱ　貸出金等の状況

１．リスク管理債権の状況

部分直接償却実施（　前　・　後　）

未収利息不計上基準（破綻懸念先以下は不計上）

【単体】 (百万円）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比

破綻先債権額 13,231 △ 3,353 △ 5,792 16,584 19,023

延滞債権額 32,757 1,844 5,606 30,913 27,151

３ヵ月以上延滞債権 ― ― ― ― ―

貸出条件緩和債権 30,190 △ 137 △ 1,698 30,327 31,888

合　計 76,179 △ 1,646 △ 1,884 77,825 78,063

貸出金残高（末残） 1,555,506 △ 17,607 15,233 1,573,113 1,540,273

（％）

破綻先債権額 0.85 △ 0.20 △ 0.38 1.05 1.23

延滞債権額 2.10 0.14 0.34 1.96 1.76

３ヵ月以上延滞債権 ― ― ― ― ―

貸出条件緩和債権 1.94 0.02 △ 0.13 1.92 2.07

合　計 4.89 △ 0.05 △ 0.17 4.94 5.06

【連結】 (百万円）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比

破綻先債権額 14,134 △ 3,244 △ 6,070 17,378 20,204

延滞債権額 33,715 1,813 5,848 31,902 27,867

３ヵ月以上延滞債権 ― ― ― ― ―

貸出条件緩和債権 30,302 △ 141 △ 1,590 30,443 31,892

合　計 78,152 △ 1,572 △ 1,811 79,724 79,963

貸出金残高（末残） 1,551,880 △ 17,165 14,631 1,569,045 1,537,249

（％）

破綻先債権額 0.91 △ 0.19 △ 0.40 1.10 1.31

延滞債権額 2.17 0.14 0.36 2.03 1.81

３ヵ月以上延滞債権 ― ― ― ― ―

貸出条件緩和債権 1.95 0.01 △ 0.12 1.94 2.07

合　計 5.03 △ 0.05 △ 0.17 5.08 5.20

リ
ス
ク
管
理
債
権

貸
出
金
残
高
比

リ
ス
ク
管
理
債
権

貸
出
金
残
高
比

(5)
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２．貸倒引当金等の状況

【単体】 （百万円）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比

貸倒引当金 32,647 △ 911 △ 557 33,558 33,204

一般貸倒引当金 12,008 △ 850 143 12,858 11,865

個別貸倒引当金 20,639 △ 60 △ 700 20,699 21,339

特定海外債権引当勘定 ― ― ― ― ―

特定債務者支援引当金 ― ― ― ― ―

債権売却損失引当金 ― ― ― ― ―

【連結】 （百万円）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比

貸倒引当金合計 34,323 △ 1,449 △ 1,109 35,772 35,432

一般貸倒引当金 12,146 △ 1,479 △ 395 13,625 12,541

個別貸倒引当金 22,176 30 △ 715 22,146 22,891

特定海外債権引当勘定 ― ― ― ― ―

債権売却損失引当金 ― ― ― ― ―

３．リスク管理債権に対する引当率

【単体】 （％）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比

部分直接償却前 42.85 △ 0.27 0.31 43.12 42.54

部分直接償却後

【連結】 （％）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比

部分直接償却前 43.92 △ 0.95 △ 0.39 44.87 44.31

部分直接償却後

(6)
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４．金融再生法開示債権

【単体】 （百万円）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比

24,621 19 △ 1,186 24,602 25,807

危険債権 21,484 △ 1,574 956 23,058 20,528

要管理債権 30,190 △ 137 △ 1,698 30,327 31,888

小　計　　　　（Ａ） 76,296 △ 1,692 △ 1,928 77,988 78,224

正常先債権 1,517,113 △ 14,886 16,483 1,531,999 1,500,630

合　計 1,593,409 △ 16,578 14,554 1,609,987 1,578,855

５．金融再生法開示債権の保全状況

【単体】 （百万円）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比

保全額（Ｃ） 64,850 △ 3,583 △ 2,709 68,433 67,559

貸倒引当金 26,178 214 248 25,964 25,930

特定債務者引当金 ― ― ― ― ―

担保保証等 38,672 △ 3,797 △ 2,957 42,469 41,629

（％）

保全率（Ｃ）／（Ａ） 85.0 △ 2.8 △ 1.4 87.8 86.4

自己査定に基づく個別貸倒引当金引当状況（総与信ベース）

【単体】 （百万円）

貸出金等の残高 個別貸倒引当金 引当率
Ａ Ｂ Ｃ（Ａ―Ｂ） Ｄ （Ｄ／Ｃ）

21,484 14,683 6,800 6,120 90.0%

11,322 6,663 4,658 4,658 100%

13,299 3,438 9,860 9,860 100%

46,105 24,786 21,319 20,639 96.8%

金融再生法に基づく開示債権の保全･引当情報

【単体】 （百万円）

危険債権 要管理債権 合計

債権残高　          A 24,621 21,484 30,190 76,296

担保等による保全額　B 10,102 14,683 13,886 38,672

貸倒引当金　        C 14,518 6,120 5,538 26,178

100% 96.8% 64.3% 85.0%

担保等の保全額

保全引当率          D
D＝(B＋C)／A

破産更正債権及びこれらに準ずる債権

回収が懸念される額

破 綻 懸 念 先

実 質 破 綻 先

破 綻 先

合 計

破産更正債権及び
これらに準ずる債権

(7)
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４．金融再生法開示債権

【連結】 （百万円）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比

26,299 102 △ 1,215 26,197 27,514

危険債権 21,680 △ 1,585 924 23,265 20,756

要管理債権 30,302 △ 141 △ 1,590 30,443 31,892

小　計　　　　（Ａ） 78,282 △ 1,624 △ 1,881 79,906 80,163

正常先債権 1,511,480 △ 14,482 15,916 1,525,962 1,495,564

合計 1,589,763 △ 16,106 14,035 1,605,869 1,575,728

５．金融再生法開示債権の保全状況

【連結】 （百万円）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比

保全額（Ｃ） 66,705 △ 3,490 △ 2,705 70,195 69,410

貸倒引当金 27,739 309 257 27,430 27,482

特定債務者引当金 ― ― ― ― ―

担保保証等 38,965 △ 3,799 △ 2,962 42,764 41,927

（％）

保全率（Ｃ）／（Ａ） 85.2 △ 2.7 △ 1.4 87.9 86.6

自己査定に基づく個別貸倒引当金引当状況（総与信ベース）

【連結】 （百万円）

貸出金等の残高 個別貸倒引当金 引当率
Ａ Ｂ Ｃ（Ａ―Ｂ） Ｄ （Ｄ／Ｃ）

21,680 14,683 6,996 6,272 89.7%

12,075 6,756 5,318 5,318 100%

14,224 3,639 10,585 10,585 100%

47,980 25,079 22,900 22,176 96.8%

金融再生法に基づく開示債権の保全･引当情報

【連結】 （百万円）

危険債権 要管理債権 合計

債権残高　          A 26,299 21,680 30,302 78,282

担保等による保全額　B 10,395 14,683 13,886 38,965

貸倒引当金　        C 15,904 6,272 5,562 27,739

100% 96.7% 64.2% 85.2%
保全引当率          D
D＝(B＋C)／A

合 計

破産更正債権及び
これらに準ずる債権

破 綻 懸 念 先

実 質 破 綻 先

破 綻 先

破産更正債権及びこれらに準ずる債権

担保等の保全額 回収が懸念される額
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 部分直接償却を実施した場合の状況 

《部分直接償却》

自己査定により回収不能又は無価値と判定した担保・保証付債権等について、債権額から

担保の処分可能見込額及び保証による回収が可能と認められる額を控除した残額（Ⅳ分類

金額）を取立不能見込額として債権額から直接減額すること。

当行は「部分直接償却」を行っていないためⅣ分類金額と同額の貸倒引当金を計上してお

ります。

リスク管理債権

【単体】 (百万円）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

破綻先債権額 3,414 △ 862 △ 2,019 4,276 5,433

延滞債権額 28,992 △ 600 4,671 29,592 24,321

３ヶ月以上延滞債権 ― ― ― ― ―

貸出条件緩和債権 30,190 △ 137 △ 1,698 30,327 31,888

合　計 62,597 △ 1,598 954 64,195 61,643

部分直接償却額 13,581 △ 48 △ 2,838 13,629 16,419

貸出金残高（末残） 1,541,924 △ 17,559 18,071 1,559,483 1,523,853

(％）

破綻先債権額 0.22 △ 0.05 △ 0.13 0.27 0.35

延滞債権額 1.88 △ 0.01 0.29 1.89 1.59

３ヶ月以上延滞債権 ― ― ― ― ―

貸出条件緩和債権 1.95 0.01 △ 0.14 1.94 2.09

合　計 4.05 △ 0.06 0.01 4.11 4.04

金融再生法開示債権

【単体】 (百万円）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

11,039 67 1,651 10,972 9,388

危険債権 21,484 △ 1,574 956 23,058 20,528

要管理債権 30,190 △ 137 △ 1,698 30,327 31,888

小　計　　　　（Ａ） 62,714 △ 1,644 910 64,358 61,804

正常債権 1,517,113 △ 14,886 16,483 1,531,999 1,500,630

合　計 1,579,828 △ 16,530 17,393 1,596,358 1,562,435

部分直接償却額 13,581 △ 48 △ 2,838 13,629 16,419

13年9月末比

14年3月末比 13年9月末比

破産更正債権及びこれらに準ずる債権

リ
ス
ク
管
理
債
権

貸
出
金
残
高
比

14年3月末比
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６．業種別貸出状況等

①業種別貸出金 【単体】 （百万円）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比
1,555,490 △ 17,587 15,265 1,573,077 1,540,225

（除く特別国際金融取引勘定）

157,317 378 △ 3,633 156,939 160,950
632 73 △ 600 559 1,232
460 △ 143 △ 185 603 645
9,224 △ 750 △ 41 9,974 9,265
10,341 2,011 874 8,330 9,467
95,281 △ 3,828 973 99,109 94,308
21,171 △ 1,413 1,576 22,584 19,595
54,343 587 △ 4,983 53,756 59,326
242,559 386 △ 323 242,173 242,882
95,135 4,680 9,438 90,455 85,697
82,135 △ 11,211 △ 1,599 93,346 83,734
207,560 △ 8,171 △ 10,292 215,731 217,852
210,810 △ 7,641 3,048 218,451 207,762
368,521 7,454 21,012 361,067 347,509

②業種別リスク管理債権 【単体】 （百万円）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比
76,179 △ 1,646 △ 1,884 77,825 78,063

（除く特別国際金融取引勘定）

5,426 △ 681 △ 2,268 6,107 7,694
23 △ 27 △ 135 50 158
42 △ 145 △ 130 187 172
1,250 16 366 1,234 884
― ― ― ― ―

14,357 2,769 1,351 11,588 13,006
― ― ― ― ―
3,193 210 42 2,983 3,151
18,011 △ 671 1,170 18,682 16,841
290 △ 121 △ 171 411 461
6,367 109 △ 824 6,258 7,191
23,968 △ 3,592 △ 1,908 27,560 25,876
― ― ― ― ―
3,246 487 623 2,759 2,623

③業種別金融再生法開示債権 【単体】 （百万円）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比
76,296 △ 1,692 △ 1,928 77,988 78,224

（除く特別国際金融取引勘定）

5,480 △ 681 △ 2,270 6,161 7,750
23 △ 27 △ 135 50 158
43 △ 145 △ 129 188 172
1,250 16 362 1,234 888
― ― ― ― ―

14,388 2,770 1,354 11,618 13,034
― ― ― ― ―
3,193 210 42 2,983 3,151
18,016 △ 715 1,169 18,731 16,847
290 △ 122 △ 172 412 462
6,367 107 △ 826 6,260 7,193
23,994 △ 3,592 △ 1,946 27,586 25,940
― ― ― ― ―
3,247 488 623 2,759 2,624

地 方 公 共 団 体
そ の 他

卸 売 ・ 小 売 業 、 飲 食 店
金 融 ・ 保 険 業
不 動 産 業
サ ー ビ ス 業

鉱 業
建 設 業
電気・ガス・熱供給・水道業

運 輸 ・ 通 信 業

製 造 業
農 業
林 業
漁 業

サ ー ビ ス 業
地 方 公 共 団 体
そ の 他

国 内 店 分

運 輸 ・ 通 信 業
卸 売 ・ 小 売 業 、 飲 食 店
金 融 ・ 保 険 業
不 動 産 業

漁 業
鉱 業
建 設 業
電気・ガス・熱供給・水道業

国 内 店 分

製 造 業
農 業
林 業

国 内 店 分

製 造 業
農 業
林 業
漁 業
鉱 業
建 設 業
電気・ガス・熱供給・水道業

サ ー ビ ス 業
地 方 公 共 団 体
そ の 他

運 輸 ・ 通 信 業
卸 売 ・ 小 売 業 、 飲 食 店
金 融 ・ 保 険 業
不 動 産 業
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④消費者ローン残高 【単体】 （百万円）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比

消費者ローン残高 289,673 6,699 17,237 282,974 272,436

うち住宅ローン残高 227,417 8,351 20,442 219,066 206,975

うちその他ローン残高 62,256 △ 1,652 △ 3,205 63,908 65,461

⑤中小企業等貸出残高及び貸出比率【単体】 （％）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比

中小企業等貸出残高 1,040,929 △ 26,032 1,828 1,066,961 1,039,101

中小企業等貸出比率 66.92 △ 0.91 △ 0.54 67.83 67.46

７．国別貸出状況等

①アジア向け貸出金 【単体】 (百万円）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比

マレーシア 16 △ 19 △ 31 35 47

（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

合計 16 △ 19 △ 31 35 47

（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

【単体】 (百万円）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比

パナマ 32,509 △ 1,921 △ 3,340 34,430 35,849

（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

合計 32,509 △ 1,921 △ 3,340 34,430 35,849

（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

８.預金、貸出金の残高 【単体】 (百万円）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

預金等（末残）（含むＮＣＤ） 2,260,901 31,205 59,430 2,229,696 2,201,471

預金等（平残）（含むＮＣＤ） 2,244,576 63,509 55,726 2,181,067 2,188,850

貸出金（末残） 1,555,506 △ 17,607 15,233 1,573,113 1,540,273

貸出金（平残） 1,558,486 17,816 20,712 1,540,670 1,537,774

②中南米主要諸国向け貸出金

14年3月末比 13年9月末比
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９．個人、法人別の預金の種類別残高（平残）【単体】 (百万円）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比

個人預金 1,452,074 36,044 53,862 1,416,030 1,398,212

流動性預金 600,592 97,312 120,446 503,280 480,146

定期性預金 847,791 △ 62,725 △ 68,335 910,516 916,126

法人預金 493,406 1,169 △ 14,280 492,237 507,686

流動性預金 321,669 70,881 72,170 250,788 249,499

定期性預金 161,570 △ 71,266 △ 88,491 232,836 250,061

(注)１．流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金

　　２．定期性預金＝定期預金＋定期積金

10．役職員数及び拠点数

①役職員数（末残） 【単体】 （人）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比

役員数 14 △ 1 △ 1 15 15

従業員数 1,760 △ 7 △ 48 1,767 1,808

②店舗数 【単体】 （店）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比

国内本支店 115 ― ― 115 115

海外支店 ― ― ― ― ―

駐在員事務所 1 ― ― 1 1

11．業績等予想

【単体】 （百万円）

14年9月期 14年9月期 15年3月期 14年3月期
期初見込額 実　績 予　想 実　績

経常収益 26,500 27,076 52,300 59,528

経常利益 1,900 1,902 2,600 2,570

当期（中間）利益 1,100 1,073 1,500 1,263

業務純益(一般貸倒繰入前) 6,000 7,005 13,000 13,490

一般貸倒引当金繰入 ― △ 853 2,000 1,541

業務純益 6,000 7,859 11,000 11,949

貸出金関係損失（含む一般貸倒繰入） 3,500 4,645 10,000 11,562

貸出金関係損失（除く一般貸倒繰入） 3,500 5,499 8,000 10,021

(注)従業員数は、海外現地採用者及び出向者を含み、嘱託及び臨時従業員を含んでおりません。
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12．平成14年中間期のバルクセールの実績と今後の計画

 売却元本  2,104百万円 債権売却損  179百万円

 14年度下期についても検討いたします。

13．平成14年中間期の債権放棄の金額及び放棄先

　該当ありません。

14．系列ノンバンク向け融資残高 （百万円）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比

2社合計 10,913 △ 695 △ 102 11,608 11,015 

15．連結子会社、関連ノンバンクの引当不足を銀行本体が支援しているか、している場合は

    金額

    支援しておりません。

16．自己査定結果について

　　自己査定結果及び債権分類（率）の状況【単体】 （百万円）

平成14年9月末 平成14年3月末 平成13年9月末

金　額 構成比率 金　額 構成比率 金　額 構成比率

1,593,409 100.00% 1,609,987 100.00% 1,578,855 100.00% 

1,403,922 88.11% 1,446,800 89.86% 1,426,361 90.34% 

189,487 11.89% 163,187 10.14% 152,494 9.66% 

Ⅱ 分 類 188,807 11.85% 161,102 10.01% 150,752 9.55% 

Ⅲ 分 類 680 0.04% 2,084 0.13% 1,741 0.11% 

Ⅳ 分 類         ―         ―         ―         ―         ―         ―

（速報ベース）

（注）総与信残高・・・・貸付有価証券、貸出金、外国為替、未収利息、仮払金、支払承諾見返

　　　分類額は個別貸倒引当金控除後の残高です。

　　　非分類額・・・・・Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ分類に該当しない資産で、回収の危険性又は価値の毀損の

　　　　　　　　　　　　危険性について問題のない資産。

　　　Ⅱ分類・・・・・・回収について通常の度合を超える危険を含むと認められる資産。

　　　Ⅲ分類・・・・・・最終の回収又は価値について重大な懸念が存し、損失の可能性が高い

　　　　　　　　　　　　が、その損失額について合理的な推計が困難な資産。

　　　Ⅳ分類・・・・・・回収不可能又は無価値と判定される資産。

総 預 信 残 高

非 分 類 額

分 類 額 合 計
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17．貸出関係

【単体】 （百万円）

14年9月末 14年3月末 13年9月末

14年3月末比 13年9月末比

 卸売・小売業、飲食業 18,016 △ 715 1,169 18,731 16,847 

 建設業 14,388 2,770 1,354 11,618 13,034 

 不動産業 6,367 107 △ 826 6,260 7,193 

②不良債権関連

○不良債権・問題債権残高及び不良債権引当額 【単体】 （百万円）

不良債権・問題債権残高（自己査定）

①破綻先・
　実質破綻先

13年9月末 25,807 20,528 46,336 402,106 448,442

14年3月末 24,602 23,058 47,660 377,917 425,578

14年9月末 24,621 21,484 46,105 365,821 411,927

（百万円）

不良債権引当額

個別貸倒引当金 個別・一般貸倒

純繰入額 引当金純繰入額

13年9月末 31,888 78,224 4,473 5,020

14年3月末 30,327 77,988 9,757 11,298

14年9月末 30,190 76,296 5,320 4,466

（注）１．不良債権・問題債権残高は総与信ベースで、非分類債権を含む。

　　　２．不良債権（金融再生法基準）の合計額は、要管理債権と危険債権、破産更正債権及び

　　　　　これらに準ずる債権の合計額。

○新規発生状況(14年9月期)【単体】

①正常先からの発生額 1,201 百万円

②要注意先（要管理先を除く）からの発生額 2,052 百万円

③要管理先からの発生額 5,698 百万円

④合計 8,953 百万円

(注)新規発生分の不良債権残高は、新たに破綻懸念先（金融再生法基準では危険債権）以下に

　　分類された債権の残高であります。

○14年4月～14年9月の倒産先の状況【単体】

（百万円）

債務者区分 件数 与信額

正常先 14 117

要注意先 8 165

要管理先 4 2,561

破綻懸念先 4 25

破綻先・実質破綻先 1 43

合計 31 2,912

(注)債務者区分は14年3月時点のものであります。

①と②の合計 ③要注意先 ①～③の合計

④要管理債権

不良債権残高（金融再生法基準）

合  計

②破綻懸念先

①金融再生法基準債権残高
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○卸売・小売業、建設、不動産向け貸出残高・不良債権残高

【単体】 （百万円）

リスク管理債権ベース

総貸出残高 3ヵ月以上延滞先 貸出条件緩和先 延滞先 破綻先

13年9月末 234,221 ― 5,571 3,255 6,539

卸売・小売業 14年3月末 235,422 ― 3,274 5,874 8,170

14年9月末 234,624 ― 2,493 6,298 7,863

13年9月末 94,308 ― 6,709 4,542 1,755

建設 14年3月末 99,109 ― 6,343 4,580 664

14年9月末 95,281 ― 6,134 5,171 3,051

13年9月末 83,734 ― 2,832 4,338 21

不動産 14年3月末 93,346 ― 4,000 2,244 14

14年9月末 82,135 ― 3,245 3,122 0

【単体】 （百万円）

金融再生法基準ベース

総与信残高 要管理債権 危険債権 破産更正債権

13年9月末 240,027 5,571 2,854 6,946

卸売・小売業 14年3月末 239,205 3,274 5,522 8,570

14年9月末 240,187 2,493 5,687 8,480

13年9月末 95,181 6,709 4,340 1,984

建設 14年3月末 99,697 6,343 4,410 864

14年9月末 96,205 6,134 1,460 6,793

13年9月末 85,231 2,832 889 3,471

不動産 14年3月末 94,874 4,000 1,178 1,081

14年9月末 83,581 3,245 1,923 1,198
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（追加質問）

１．不良債権について

（１）処理損失

　a．単体ベース （億円）

①一般貸倒引当金 ②不良債権処理額 総与信費用
純繰入額 ①＋②

２００２年３月期 15 100 115 

２００２年９月期 △ 8 54 46 

期初見込み額 ―  35 35 

２００３年３月期予想 20 80 100 

＊不良債権処理額は個別貸倒引当金純繰入額、貸出金償却など臨時損益段階の合計。

　b．連結ベース （億円）

①一般貸倒引当金 ②不良債権処理額 総与信費用
純繰入額 ①＋②

２００２年３月期 16 106 122 

２００２年９月期 △ 8 58 50 

期初見込み額 ―  38 38 

２００３年３月期予想 20 90 110 

（２）最終処理と新規発生

　a．残高比較 【単体】 （億円）

２００２年３月末 新規増加 オフバランス化 ２００２年９月末

増減02/9-02/3

破産更生等債権 246 41 41 246 0 

危険債権 230 47 63 214 △ 15 

計 476 89 105 461 △ 15 

　ｂ．オフバランス化の内訳 【単体】 （億円）

清算型処理 ―  ―  ―  

再建型処理 ―  ―  ―  

債権流動化 21 67 68 

ＲＣＣ向け売却 9 2 6 

直接償却 37 ―  2 

その他 46 44 71 

回収・返済 41 28 66 

業況改善 5 16 4 

合計 105 111 142 

（３）金融支援 【単体】

　　　該当ありません。

２００３年３月期

のオフバランス計

画

２００２年９月期

のオフバランス実

績

２００２年３月期

のオフバランス実

績
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（４）債務者区分ごとの引当額と引当率 【単体】
２００２年９月末 ２００２年３月末

実質破綻先・破綻先債権 無担保部分の100.00％ 145億円 無担保部分の100.00％ 144億円 

破綻懸念先債権 無担保部分の 90.00％ 61億円 無担保部分の 75.00％ 62億円 

要管理先債権 債権額の　   18.35％ 99億円 債権額の　   17.36％ 102億円 

その他要注意先債権 債権額の　    0.53％ 16億円 債権額の　    0.68％ 21億円 

正常先債権 債権額の　    0.04％ 3億円 債権額の　    0.04％ 4億円 

３．保有株式について

（１）保有株式 【単体】 （億円）

取得原価 時価ベース TierⅠ

２００１年９月末 277 383 965 

２００２年３月末 266 372 969 

２００２年９月末 282 362 976 

（２）減損処理基準 【単体】

　30％以上50％未満の下落率だった場合の対応

　①一律で損失計上 はい ／ いいえ

　②いいえの場合→ ＜回復可能性の有無の判断基準を詳細に記入してください＞

 金融商品会計に関する実務指針に基づき当行が制定した基準に該当するものについては

 「著しく下落した」と判断し、回復可能性があると認められなければ減損処理しており

 ます。
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